
ベビーサイン講座
　9月21日(水)やしろこどものいえで開催されました。まだ言葉を話せない
赤ちゃんと手話や簡単なジェスチャーで会話する育児方法で、｢おっぱい｣
｢お風呂｣｢食べる｣｢おやつ｣などを、赤ちゃんに手振りで伝えることで言語発
達の基礎が育ち言葉の理解が進みやすいと言われています。膝の上に座っ
た赤ちゃんの笑顔で、お母さん方の日頃の忙しさも癒されていくようでした。
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● 8月臨時会・9月定例会
● 議会報告会・議会ＩＣＴ推進研究部会報告
● 決算特別委員会報告
● 総務文教常任委員会報告
● 産業厚生常任委員会報告
● 一般質問
● 加東のええトコ! ～大深山東福寺～
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第
　
回
臨
時
会

市
営
住
宅
小
元
団
地
新
築
工
事

請
負
契
約
締
結

◆
契
約
の
相
手
方

　
㈱
吉
住
工
務
店

◆
契
約
金
額

　
３
億
８
３
４
０
万
円
（
税
込
）

【
問
】入
札
に
当
た
っ
て
の
「
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
」
を

設
け
た
理
由
は
。

【
答
】こ
の
工
事
の
入
札
参
加
資

格
は
Ａ
ラ
ン
ク
で
あ
る
。

市
内
に
は
Ａ
ラ
ン
ク
業
者
が
な

い
た
め
、
Ｂ
ラ
ン
ク
や
Ｃ
ラ
ン

ク
の
市
内
の
業
者
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
「
共
同
企
業
体
」
を

設
け
た
。

【
問
】新
築
工
事
と
解
体
工
事
が

一
括
発
注
だ
が
、
解
体
工
事
を

単
独
発
注
と
す
れ
ば
市
内
業
者

単
独
の
入
札
も
可
能
で
は
な
か

っ
た
の
か
。

【
答
】解
体
工
事
を
進
め
な
が
ら

新
築
工
事
も
進
め
ら
れ
る
た
め
、

工
期
な
ど
も
勘
案
し
、
一
括
発

注
と
し
た
。

【
問
】入
札
は
適
切
で
あ
っ
た
と

思
う
が
、
市
の
制
度
上
、
最
低

入
札
価
格
業
者
が
落
札
で
き
ず

失
格
と
な
っ
た
。
そ
の
差
は
約

５
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
市
民
の
税
金
が
多
く
使
わ
れ

る
結
果
と
な
っ
た
が
、
低
価
格

調
査
制
度
等
を
実
施
す
る
な
ど

今
後
の
検
討
課
題
だ
と
思
う
が
。

【
答
】工
事
ご
と
の
調
査
制
度
は

時
間
を
要
す
た
め
実
施
し
て
い

な
い
が
、
今
後
は
検
討
し
た
い
。

【
問
】６
月
の
一
回
目
の
入
札
が

不
調
に
終
わ
り
８
月
の
契
約
と

な
っ
た
が
、
工
期
的
に
厳
し
い

と
思
う
が
対
策
は
。

【
答
】厳
し
い
工
期
な
の
は
承
知

し
て
い
る
。
今
回
は
外
構
工
事

を
除
き
年
度
末
の
工
期
に
間
に

合
わ
す
よ
う
に
す
る
。

全
会
一
致
で
可
決

 

第
　
回
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
概
要
】　総
務
費
で
は
国
の
補
助

金
を
活
用
し
た
結
婚
新
生
活
支

援
金
、
民
生
費
で
は
介
護
従
事

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
購
入
補
助
金
、
私
立

保
育
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
の
た

め
の
保
育
シ
ス
テ
ム
購
入
補
助

等
、
歳
入
歳
出
総
額
２
億
３
７

２
９
万
１
千
円
の
補
正
。

【
問
】資
金
が
な
い
の
が
結
婚
に

踏
み
切
れ
な
い
要
因
と
あ
る
が
、

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
対
象

が
新
婚
姻
世
帯
な
の
は
な
ぜ
か
。

【
答
】こ
の
制
度
を
事
前
に
十
分

周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結
婚

へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
位
置

づ
け
と
し
て
い
る
。

【
問
】市
と
し
て
、
付
属
資
料
に

載
せ
る
主
要
事
業
の
基
準
は
何

か
。

【
答
】基
本
は
、
補
正
に
よ
っ
て

新
し
く
取
り
組
む
事
業
で
あ
る

が
、
今
後
は
補
正
理
由
も
観
点

に
載
せ
て
い
く
。

【
問
】ま
ち
づ
く
り
拠
点
創
出
事

業
委
託
料
の
内
容
は
。

【
答
】市
の
魅
力
を
発
信
す
る
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｏ
Ｓ
の
追

加
費
用
で
あ
る
。

【
問
】介
護
ロ
ボ
ッ
ト
購
入
補
助

金
の
内
容
は
。

【
答
】市
内
の
２
施
設
が
購
入
す

る
予
定
で
あ
り
上
限

９２
万
７
千

円
を
補
助
す
る
が
、
台
数
や
機

種
は
施
設
が
決
め
る
。

【
問
】南
山
活
性
化
支
援
施
設
の

備
品
購
入
費
の
内
容
は
。

【
答
】当
初
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
募

集
要
項
で
は
備
品
費
用
も
含
め

て
い
た
が
、
市
内
業
者
で
も
調

達
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
受

託
料
を
減
額
し
、
別
途
発
注
す

る
予
算
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

平
成
２７
年
度
決
算
認
定

　
認
定
第
１
号
か
ら
第
８
号
の

審
議
内
容
に
つ
い
て
は
決
算
特

別
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
参
照
。

  

賛
成
討
論

　
情
報
公
開
に
関
す
る
作
業
の

見
直
し
や
、
物
品
調
達
の
方
法

を
シ
ビ
ア
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、

定
額
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
事

業
実
績
に
応
じ
た
査
定
が
な
い

と
感
じ
る
。
し
か
し
、
決
算
内

容
に
つ
い
て
は
健
全
な
行
政
運

営
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
賛
成

す
る
。
　
　
　
　
　
　（
藤
尾
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

【
問
】補
正
額
が
８
６
０
０
万
円

の
減
額
で
総
額
の
約
１
割
弱
だ

が
そ
の
要
因
は
。

【
答
】当
初
は
軽
減
対
象
者
が
不

確
定
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、

４
月
１
日
時
点
で
の
対
象
者
が

確
定
し
た
た
め
。

全
会
一
致
で
可
決

２加東市 議会だより Ｎｏ.３９

8月臨時会・9月定例会

　
第
66
回
加
東
市
議
会
臨
時
会
が
8
月
8
日
、1
日
の
会
期
で
、そ
し
て
第
67
回
定
例
会
は
9
月

1
日
か
ら
9
月
23
日
ま
で
23
日
間
の
会
期
で
開
会
し
た
。市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
27
年
度
各

会
計
決
算
認
定
を
は
じ
め
、平
成
28
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、条
例
の
一
部
改
正
、人
事
案
件
な
ど

21
議
案
を
審
議
、ま
た
、議
員
提
出
議
案
2
件
も
合
わ
せ
て
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
16
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、8
名
の
議
員
が
市
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

６６

６７



太陽光パネル

東条文化会館

介
護
保
険
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
問
】償
還
金
が
５
３
０
０
万
円

と
な
っ
た
理
由
は
。

【
答
】介
護
報
酬
の
改
定
と
単
価

の
加
算
地
域
か
ら
対
象
外
と
な

っ
た
た
め
。

全
会
一
致
で
可
決

一
般
職
職
員
給
与
条
例
の
一
部

改
正

【
概
要
】参
事
職
導
入
に
関
す
る

給
与
表
の
改
定

【
問
】参
事
職
の
具
体
的
な
業
務

は
。
ま
た
統
括
す
る
内
容
は
。

【
答
】教
育
委
員
会
で
は
、
加
東

市
教
育
大
綱
策
定
や
小
中
一
貫

教
育
へ
の
対
応
、
病
院
事
業
で

は
公
営
企
業
法
全
部
適
用
に
向

け
て
の
対
応
等
で
、
課
を
ま
た

が
る
も
の
を
取
り
ま
と
め
る
。

全
会
一
致
で
可
決

良
好
な
環
境
の
保
全
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

【
概
要
】太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
に
あ
た
り
、
市
へ
の
届
け
出

と
住
民
説
明
会
の
義
務
付
け
。

【
問
】発
電
容
量
が
１０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
と
小
規
模
な
設
備
ま
で
届
け

出
義
務
等
を
課
す
理
由
は
。

【
答
】加
東
市
の
今
後
の
予
想
も

見
越
し
、
自
然
環
境
や
防
災
、

地
域
と
の
調
和
等
も
勘
案
し
て

設
定
し
た
。

【
問
】小
規
模
な
設
備
は
個
人
で

も
整
備
さ
れ
る
と
思
う
が
、
そ

の
場
合
に
住
民
説
明
会
ま
で
課

す
と
い
う
の
は
相
当
な
負
担
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】現
実
に
は
小
規
模
発
電
設

備
で
地
域
か
ら
苦
情
も
あ
る
。

ま
た
、
来
年
４
月
か
ら
改
正
Ｆ

Ｉ
Ｔ
法
が
施
行
さ
れ
、
小
規
模

な
設
備
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
。

【
問
】良
環
条
例
の
中
で
は
社
地

域
の
み
に
自
然
環
境
保
護
地
区

が
あ
る
が
、
今
後
、
滝
野
・
東

条
地
域
へ
も
適
用
す
べ
き
だ
と

思
う
が
。

【
答
】第
一
段
階
と
し
て
今
回
の

条
例
改
正
の
提
案
と
し
た
。
合

併
し
て

１０
年
経
過
し
て
い
る
の

で
、
第
二
段
階
と
し
て
保
護
区

域
は
市
全
体
へ
広
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

【
問
】設
置
事
業
者
の
住
民
説
明

会
実
施
に
お
い
て
は
、
区
長
等

と
は
調
整
で
き
て
い
る
の
か
。

【
答
】こ
れ
ま
で
か
ら
も
区
長
会

か
ら
何
と
か
し
て
欲
し
い
と
の

意
見
も
あ
っ
た
経
緯
も
踏
ま
え

て
の
提
案
で
あ
る
。

【
問
】住
宅
へ
の
設
置
を
除
く
、

全
量
売
電
目
的
の
施
設
数
を
予

想
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】現
在
１
３
０
０
件
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。

３０
％
が
未
着
手

で
あ
り
、
今
後
４
０
０
件
く
ら

い
の
設
置
を
想
定
し
て
い
る
。

【
問
】市
と
し
て
は
届
け
出
等
が

整
わ
な
い
場
合
は
設
置
を
許
可

し
な
い
の
か
。

【
答
】届
け
出
を
義
務
付
け
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
許

可
等
を
行
う
も
の
で
は
な
い
。

【
問
】自
治
会
へ
の
説
明
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
自
治
会

組
織
の
な
い
場
合
の
対
応
は
。

【
答
】個
人
個
人
へ
の
説
明
は
難

し
い
と
思
う
。
そ
こ
の
住
民
の

方
々
が
、
地
域
一
体
と
な
っ
て

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】着
手
前
の
届
け
出
と
あ
る

が
、
着
手
は
何
を
指
す
の
か
。

【
答
】着
手
の
判
断
と
し
て
は
、

工
事
に
入
る
準
備
段
階
を
ひ
と

つ
の
基
準
と
し
た
い
。

賛
成
多
数
で
可
決

土
地
取
得

【
概
要
】
東
条
文
化
会
館
（
コ

ス
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）
用
地
の
借

地
解
消
の
た
め
現
用
地
の
購
入

◆
取
得
面
積
　
１
６
２
３
８
㎡

◆
取
得
価
格
　

　
　
２
億
７
６
０
４
万
６
千
円

【
問
】こ
の
地
区
の
土
地
取
引
価

格
は
い
く
ら
か
。

【
答
】土
地
鑑
定
士
に
依
頼
し
て

鑑
定
し
た
。
一
般
的
な
標
準
単

価
は
平
米
当
た
り
２
万
７
０
０

０
円
で
あ
る
。

【
問
】地
目
は
田
だ
が
、
資
料
で

は
宅
地
と
な
っ
て
い
る
の
は
。

【
答
】登
記
地
目
は
田
で
あ
る
。

た
だ
、
現
況
は
宅
地
で
あ
る
た

め
借
地
料
は
宅
地
と
し
て
支
払

い
し
て
い
る
。

【
問
】懸
案
で
あ
っ
た
借
地
が
解

消
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
地
権

者
の
協
力
や
理
事
者
の
努
力
は

評
価
し
た
い
。
残
り
の
地
権
者

と
の
交
渉
の
見
通
し
は
。

【
答
】一
体
的
な
評
価
の
部
分
で

合
意
に
至
っ
て
な
い
が
、
引
き

続
き
粘
り
強
く
交
渉
し
て
い
く
。

全
会
一
致
で
可
決

議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正

（
議
員
提
出
議
案
第
３
号
）

【
主
旨
】議
会
基
本
条
例
は
施
行

後
６
年
を
迎
え
、
現
状
に
そ
ぐ

わ
な
い
事
項
や
今
後
の
議
会
活

動
を
見
据
え
た
内
容
に
対
応
す

る
た
め
。

【
改
正
内
容
】

・
任
意
的
議
決
事
件
の
整
理

・
政
策
討
論
会
の
開
催
を
任
意

規
定
と
す
る
。

・
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
改

正
に
あ
た
り
公
聴
会
制
度
等
の

活
用
規
定
の
削
除
。

【
問
】議
会
運
営
委
員
会
に
提
出

し
た
提
案
が
な
ぜ
審
議
さ
れ
ず

却
下
さ
れ
た
の
か
。

【
答
】提
出
さ
れ
た
第
一
の
提
案

は
「
全
て
を
改
廃
し
、
新
た
に

見
直
す
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会
で
は
当
初
か

ら
議
会
基
本
条
例
の
改
廃
は
全

く
予
定
し
て
い
な
い
た
め
。

【
問
】実
情
に
合
わ
す
と
あ
っ
た

が
、
こ
れ
で
は
加
東
市
議
会
が

改
善
等
に
お
い
て
良
い
方
向
に

向
か
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】今
後
も
加
東
市
議
会
で
は

各
議
員
に
議
論
を
重
ね
て
い
た

だ
き
一
緒
に
良
い
方
向
に
進
め

て
い
き
た
い
。

議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に

対
す
る
修
正
案

（
提
案
者
＝
大
畑
、
　
瀬
、
藤

浦
）

【
修
正
内
容
】議
会
運
営
委
員
会

か
ら
提
案
さ
れ
た
改
正
案
は
、

現
行
の
基
本
条
例
か
ら
後
退
す

る
も
の
で
あ
り
、
併
せ
て
議
会

改
革
の
取
り
組
み
と
経
費
の
節

減
を
念
頭
に
お
い
た
議
会
活
動
、

市
長
と
議
会
は
互
い
に
そ
の
権

限
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
。
議
員

定
数
や
報
酬
の
改
正
、
ま
た
、

政
務
活
動
費
の
条
例
化
に
当
た

っ
て
は
公
聴
会
制
度
お
よ
び
参

考
人
制
度
を
活
用
す
べ
き
こ
と

等
を
追
加
し
て
規
定
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
。

【
問
】こ
の
よ
う
な
案
が
あ
る
な

ら
、
全
員
協
議
会
で
意
見
を
求

め
ら
れ
た
時
に
な
ぜ
、
意
見
を

述
べ
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】全
員
協
議
会
で
意
見
を
述

べ
る
こ
と
は
議
案
の
事
前
審
議

に
当
た
る
と
考
え
た
。

【
問
】こ
の
改
正
案
を
議
会
運
営

委
員
会
に
提
出
し
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。

【
答
】ま
ず
は
、
現
行
の
基
本
条

例
は
廃
止
し
、
一
か
ら
作
り
直

す
べ
き
と
考
え
た
た
め
。

３ 加東市 議会だより Ｎｏ.３９

高耳
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討
　
論

【
原
案
賛
成
】今
回
の
修
正
案
は

原
案
で
提
案
さ
れ
て
い
な
い
部

分
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、

改
正
案
は
一
旦
の
見
直
し
で
あ

り
、
抜
本
的
な
見
直
し
は
今
後

議
論
を
重
ね
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
り
賛
成
す
る
。
ま
た
、
議

会
運
営
委
員
会
の
対
応
は
理
事

者
と
も
調
整
し
て
の
議
論
の
結

果
で
あ
り
、
そ
れ
を
尊
重
し
賛

成
す
る
。

（
藤
尾
、
小
川
、
磯
貝
、
小
紫
、

長
谷
川
（
幹
）、
石
井
）

【
修
正
案
賛
成
】修
正
案
も
議
会

運
営
委
員
会
か
ら
の
提
出
の
原

案
も
方
向
性
は
同
じ
で
あ
る
。

不
足
部
分
は
付
け
足
し
、
修
正

す
べ
き
部
分
は
修
正
す
る
主
旨

で
あ
り
修
正
案
に
賛
同
い
た
だ

き
た
い
。
　
　
　
　
　（
大
畑
）

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌
《
主
な
も
の
》

～～

平成28年度 各会計補正予算（9月定例会分）　 （単位：千円）

社会資本整備総合交付金事業50,000千円、保育所運営事業11,100千円、
結婚新生活支援補助金5,400千円等
前年度国庫支出金償還金19,532千円、アルバイト賃金1,466千円、
介護納付金1,169千円、予備費△5,091千円等
後期高齢者医療広域連合納付金
前年度繰越金49,545千円
居宅介護サービス費収入1,020千円、一般会計繰入金909千円等
前年度分消費税及び地方消費税還付金
西脇三田線（天神地内）工事負担金
小野藍本線（厚利地内）配水管移設工事設計委託料
過年度損益修正益6,165千円、県補助金2,450千円
企業債
小野藍本線（厚利地内）汚水管移設工事設計委託料
訴訟に係る保険金の項の変更による差額分
給与費4,673千円等

237,291

17,572

10,638
53,854
2,112
136
2,268
4,860
8,615
4,800
5,076
△1
3,914

一般会計（第3号）

国民健康保険（1号）

後期高齢者医療（1号）
介護保険保険事業（2号）
介護保険サービス事業（1号）

会 計 種 別 主 な 内 容補正額

21,442,105

4,737,378

444,494
3,331,259
395,061
1,504,909
215,751
785,158
2,048,544
1,226,731
1,829,652
1,803,953
2,107,127

補正後の額

水道事業（2号）

下水道事業（2号） 

病院事業（2号）

収益的収入
資本的収入
資本的支出
収益的収入
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出

特
別
会
計

企�

業�

会�

計

第76号議案

議 員 提 出
第3号議案

議 員 提 出
第4号議案
認定第8号

原案可決（賛14反1）

原案可決(賛9反6)

修正案否決（賛6反9）

原案可決(賛12反3)

認定（賛14反1）

加東市良好な環境の保全に関する条例の一部を改正
する条例制定の件
加東市議会基本条例の一部を改正する条例制定の件
(修正案)加東市議会基本条例の一部を改正する条例
制定の件

加東市議会の議決すべき事件に関する条例の一部を
改正する条例制定の件
平成27年度加東市病院事業会計決算の認定の件

○

×

○

○

○

○

×

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

×

○

×

×

○

×

○

○

×

○

×

○

○

○

×

○

○

議 　 案

大
畑
一
千
代

藤
浦
　
　
巧

長
谷
川
幹
雄

石
井
　
雅
彦

岸
本
眞
知
子

小
川
　
忠
市

小
紫
　
泰
良

磯
貝
　
邦
夫

藤
尾
　
　
潔

安
田
　
　
朗

長
谷
川
勝
己

桑
村
　
繁
則

山
本
　
通
廣

二
階
　
一
夫

井
上
　
茂
和

議決結果議案番号

※その他の議案は全会一致で可決

議
　
　
　
長

　
瀬
　
俊
介

高耳

第67回定例会　議決結果一覧 〇…賛成   ×…反対　欠…欠席 （賛否の分かれたもの）

7
月

8
月

9
月



ICTとは…

手紙

情報、時間、距離の差を縮めていくための道具

・日数
・紙
・保存、検索

・情報共有
・交流

eメール

導入のメリット
所属していない委員会の資料が確認できる
動画の閲覧による、事後の確認ができる
保管資料の削減。検索システムの使用
インターネットを使った調査
写真などを使った情報発信

加東市議会でも。

議
員

議
会

市
民

市民に開かれた議会へ、
ＩＣＴという道具を使って

市民と議会・議員が
つながってゆく

５ 加東市 議会だより Ｎｏ.３９

  

と
ど
ろ
き
荘
会
場

【
問
】太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の
請

願
が
出
て
い
た
が
、
採
択
さ
れ

た
以
上
は
議
員
提
案
で
条
例
を

つ
く
る
の
か
。
　
　
　
　
　

【
答
】請
願
に
関
し
て
は
、
行
政

が
条
例
作
成
の
た
め
に
動
い
て

い
る
の
で
、
議
会
と
し
て
現
時

点
で
の
動
き
は
な
い
。

【
問
】南
山
活
性
化
支
援
施
設
（
仮

称
）
の
設
置
に
関
し
て
、
当
初

の
説
明
で
は
、
２
階
建
て
と
聞

い
て
い
た
が
、
な
ぜ
平
屋
建
て

に
な
っ
た
の
か
。

【
答
】委
員
会
と
し
て
も
、
当
初

は
２
階
建
て
と
聞
い
て
い
た
が
、

入
札
時
の
４
社
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
中
で
、
木
造
平
屋
建
て
が

機
能
的
に
高
評
価
を
受
け
た
の

で
決
定
し
た
。

﹇
意
見
交
換
会
で
の
ご
意
見
﹈

【
問
】東
条
文
化
会
館
周
辺
の
土

地
の
買
収
に
関
し
て
、
ど
の
あ

た
り
ま
で
買
収
さ
れ
る
の
か
。

【
答
】買
収
に
関
し
て
の
詳
細
は
、

個
人
的
な
こ
と
も
あ
る
た
め
分

か
ら
な
い
が
、
そ
の
土
地
を
購

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校

施
設
の
面
積
は
確
保
で
き
る
と

聞
い
て
い
る
。

【
問
】教
育
委
員
会
は
、
現
職
の

教
員
の
意
見
を
聞
く
意
志
が
な

い
よ
う
に
思
う
。
つ
く
る
以
上

は
良
い
も
の
を
つ
く
り
た
い
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
答
】総
務
文
教
常
任
委
員
会
と

し
て
も
、
し
っ
か
り
と
勉
強
し

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

上
鴨
川
公
民
館
会
場

　
　
　
　
　

【
問
】予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に

乗
り
た
い
と
き
、
行
き
た
い
場

所
に
い
け
る
と
理
解
し
た
。
公

共
交
通
会
議
に
も
参
加
し
て
い

る
が
、
特
に
結
果
が
出
て
い
な

い
。
今
後
の
方
針
は
出
て
い
る

の
か
。

【
答
】７
月
開
催
の
総
務
文
教
常

任
委
員
会
で
企
画
協
働
課
か
ら
、

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に

つ
い
て
の
中
間
報
告
が
あ
り
、

平
成

２８
年
度
中
に
策
定
す
る
と

の
こ
と
。
計
画
が
ま
と
ま
れ
ば
、

鴨
川
地
区
、
米
田
地
区
の
自
主

運
行
バ
ス
に
つ
い
て
も
、
そ
の

他
の
交
通
政
策
に
つ
い
て
も
、

形
が
出
て
く
る
と
思
う
。

﹇
要
望
事
項
﹈　

・
害
獣
（
猪
、
鹿
）
の
禁
猟
期

　
に
お
け
る
捕
獲
に
つ
い
て
、

　
な
ぜ
動
き
が
消
極
的
な
の
か

　
疑
問
で
あ
る
。
も
っ
と
積
極

　
的
に
駆
除
し
て
ほ
し
い
。

・
不
法
投
棄
の
処
理
に
つ
い
て
、

　
土
地
の
所
有
者
が
処
理
さ
せ

　
ら
れ
る
の
は
納
得
で
き
な
い
。

　
せ
め
て
不
法
投
棄
と
確
認
さ

　
れ
た
ご
み
は
、
市
で
処
理
し

　
て
ほ
し
い
。

　
９
月
定
例
会
最
終
日
の
後
の

全
員
協
議
会
で
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
形
式
の
報
告
を
行
っ
た
。

　
す
で
に
全
議
員
へ
の
委
員
会

開
催
の
案
内
は
、
紙
か
ら
メ
ー

ル
へ
と
移
行
で
き
た
が
、
議
会

を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
す
る
こ
と
の
意
義

を
全
議
員
に
確
認
し
て
い
た
だ

い
た
。

　
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
に
慣
れ
る
こ
と
に
重
点
を

置
き
、
最
終
的
に
は
、
例
規
集

や
会
議
録
の
閲
覧
が
で
き
、
資

料
削
減
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

議
員
間
や
市
民
と
の
情
報
交
換

が
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

を
考
え
、
委
員
会
内
で
も
使
え

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
が
部
会
の
最
終
報
告
と

な
る
が
、

１１
月
か
ら
の
改
選
以

降
も
あ
ら
た
め
て
部
会
を
立
ち

上
げ
、
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
研
究
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

日時：11月5日（土）
　　　　14時～16時
場所：
　①明治館
　②高岡コミュニティセンター

次回ご案内
第12回

議会報告会



草刈の様子とどろき荘

歳入歳出決算会計別一覧 ※１万円以下は四捨五入

※企業会計は、収益的収入および支出額（消費税抜き）を計上しています。

会　　　　　計

合　　　　　計

歳入決算額

190億2,152万円

45億9,058万円

4億0,752万円

32億1,728万円

3億7,901万円

85億9,439万円

17億0,250万円

14億0,769万円

19億2,395万円

50億3,415万円

326億5,005万円

181億3,741万円

45億0,933万円

3億9,688万円

31億1,674万円

3億7,891万円

84億0,186万円

20億3,099万円

11億9,433万円

19億7,390万円

51億9,922万円

317億3,849万円

歳出決算額

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険保険事業特別会計

介護保険サービス事業特別会計

　　　　小　　　　　計

一　般　会　計

特
　
別
　
会
　
計

企
　
業
　
会
　
計

病院事業会計

水道事業会計

下水道事業会計

　　　　小　　　　　計

６加東市 議会だより Ｎｏ.３９

決算特別委員会報告

可
能
な
限
り
納
付
し
て
い
た
だ

く
。

【
問
】と
ど
ろ
き
荘
の
運
営
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
運

営
改
善
等
に
つ
い
て
の
所
感
は
。

【
答
】浴
槽
を
縮
小
し
て
コ
ン
パ

ク
ト
な
経
営
に
し
、
な
る
べ
く

今
と
同
じ
入
浴
者
数
を
維
持
し
、

収
支
差
額
を
減
少
し
て
い
き
た

い
。

【
問
】物
品
を
買
う
と
き
の
調
達

の
あ
り
方
と
い
う
の
を
検
討
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
答
】物
品
の
調
達
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
、
地
方
自
治
法
施

行
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
方
法

で
、
加
東
市
の
場
合
は
、
当
然
、

市
に
登
録
が
あ
る
事
業
者
で
一

般
競
争
入
札
と
い
う
形
で
決
定

し
て
い
る
。

【
問
】土
地
開
発
基
金
の
土
地
価

格
を
参
考
的
に
で
も
実
勢
価
格

で
示
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
答
】基
金
の
性
格
上
、
取
得
当

時
の
金
額
が
固
定
さ
れ
て
い
る
。

【
問
】地
域
内
の
市
道
の
草
刈
り

の
範
囲
に
は
基
準
は
あ
る
の
か
。

【
答
】市
道
の
草
刈
り
は
市
が
実

施
す
べ
き
だ
が
地
域
の
協
力
に

よ
り
維
持
管
理
が
成
り
立
っ
て

い
る
。

　
た
だ
、
危
険
な
場
所
は
市
が

実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

【
問
】市
営
住
宅
の
使
用
料
滞
納

状
況
だ
が
、
毎
回
、
決
算
時
に

指
摘
し
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に

解
消
し
て
い
く
の
か
。

【
答
】年
度
末
時
点
で
、

３０
名
の

方
が
お
ら
れ
る
が
、
色
々
な
ケ

ー
ス
が
あ
り
、
納
付
交
渉
と
か

分
納
の
誓
約
を
し
て
い
た
だ
き
、

【
問
】累
積
損
失
が
、
今
年
度
で

１９
億
８
４
０
０
万
円
あ
る
が
、

い
つ
か
ら
の
累
積
か
、
又
、
そ

の
累
積
損
失
は
い
つ
頃
処
理
す

る
の
か
、
処
理
す
る
場
合
は
ど

の
よ
う
な
会
計
処
理
が
想
定
さ

れ
る
の
か
。

【
答
】昭
和

５０
年
か
ら
の
積
み
上

げ
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
で

は
、
こ
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
で

考
え
て
い
る
。

　
累
積
欠
損
金
を
処
理
す
る
場

合
は
、
資
本
剰
余
金
の
部
分
を

議
会
の
議
決
を
経
て
会
計
処
理

が
で
き
る
。
し
か
し
、
今
の
病

院
の
貸
借
対
照
表
上
で
は
全
て

の
未
処
理
欠
損
金
を
処
理
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

【
問
】未
収
金
の
総
額
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
１

４
６
０
万
円
近
く
の
未
収
金
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
回
収
さ
れ

る
予
定
か
。

【
答
】額
の
大
き
な
方
は
３
名
で

７
０
０
万
円
程
度
に
な
っ
て
お

り
、
今
、
訴
訟
等
で
対
応
し
て

い
る
。
額
の
少
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
裁
判
所
へ
支
払
い
催
促

の
申
し
出
を
し
て
、
粛
々
と
法

的
措
置
を
進
め
る
と
い
う
形
で

対
応
す
る
。

　
平
成
27
年
度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、議
長
・
監
査

委
員
を
除
く
１４
名
の
委
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委

員
会（
長
谷
川
幹
雄
委
員
長
）に
お
い
て
、審
議
を
行
っ

た
。

　
病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、賛
成
多
数
で
、他
の
会

計
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

病
院
事
業
部

総

務

部

福

祉

部

ま
ち
・
農
整
備
部



窪田の児童公園

加東消防の建設予定地

社ショッピングパーク BIO

防犯灯

７ 加東市 議会だより Ｎｏ.３９

【
問
】地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
等
々
の
中
で
福
祉
タ
ク
シ

ー
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た

か
。

【
答
】個
別
に
担
当
部
局
と
調
整

し
て
い
る
。

【
問
】加
東
市
が
出
資
し
て
い
る

や
し
ろ
商
業
開
発
株
式
会
社
の

決
算
書
を
見
る
と
今
年
６
０
０

０
万
円
近
く
の
利
益
そ
し
て
累

積
黒
字
６
億
円
あ
ま
り
と
な
っ

て
い
る
が
、
株
主
と
し
て
の
配

当
を
要
求
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

【
答
】旧
町
時
代
に
出
資
し
て
か

ら
一
度
も
配
当
金
は
受
け
取
っ

て
は
い
な
い
。
今
後
、
大
規
模

な
店
舗
の
改
修
を
し
た
い
と
の

計
画
を
聞
い
て
お
り
、
配
当
ま

で
に
は
い
た
ら
な
い
と
聞
い
て

い
る
。

【
問
】各
営
農
部
会
に
助
成
金
を

出
し
て
い
る
が
、
あ
る
部
会
の

決
算
書
に
積
立
金
が
あ
る
の
は

な
ぜ
か
。
指
導
は
し
て
い
る
の

か
。

【
答
】営
農
活
動
が
十
分
に
活
性

化
し
て
、
加
東
市
の
農
業
に
寄

与
す
る
の
で
あ
れ
ば
減
ら
そ
う

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
繰
越
金

と
か
特
別
積
立
金
が
多
い
こ
と

の
な
い
様
、
年
度
内
で
完
了
で

き
る
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯
の
設
置

要
望
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

基
準
で
対
応
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】平
成

２８
年
４
月
に
防
犯
灯

の
設
置
要
綱
を
新
し
く
作
り
、

設
置
間
隔
を
概
ね

６０
ｍ
以
上
と

し
、
各
地
区
平
等
に
設
置
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
問
】加
東
消
防
署
の
建
設
に
対

す
る
平
成
２７
年
度
と
２８
年
度
の

進
捗
状
況
は
。

【
答
】土
地
の
購
入
契
約
が
整
い
、

今
後
は
設
計
の
見
直
し
等
、
建

設
に
向
け
具
体
的
に
進
め
て
い

る
。
平
成

３０
年
度
の
運
用
開
始

に
変
更
は
な
い
。

【
問
】防
災
行
政
無
線
基
地
局
の

数
は
、
予
定
通
り
の
対
応
が
出

来
て
い
る
の
か
。

【
答
】親
局
を
含
め
た

１６
局
で
、

そ
の
数
に
つ
い
て
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。

【
問
】下
水
道
会
計
に
一
般
会
計

か
ら
１３
億
３
０
０
０
万
余
り

繰
り
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

少
な
く
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
料

金
改
定
が
必
要
で
は
な
い
の
か
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

【
答
】下
水
道
使
用
料
は
、
近
隣

に
比
べ
高
い
水
準
で
あ
る
。

　
料
金
を
上
げ
れ
ば
楽
に
な
る

が
、
一
般
会
計
と
の
費
用
負
担

等
の
研
究
を
進
め
、
直
ち
に
下

水
道
使
用
料
の
値
上
げ
に
つ
い

て
は
、
し
ば
ら
く
研
究
の
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】平
成
２９
年
度
に
向
け
て

設
立
し
よ
う
し
て
い
る
発
達
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

【
答
】学
校
教
育
課
が
中
心
と
な

っ
て
、
健
康
課
、
子
育
て
支
援

課
、
社
会
福
祉
課
と
合
同
で
進

め
て
い
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
支

援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　
一
ヶ
所
で
生
涯
を
通
じ
た
支

援
を
考
え
て
い
る
。

【
問
】小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
、

昨
年
度
は
反
対
の
意
見
も
あ
っ

た
が
、
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
、

導
入
に
向
け
て
は
同
じ
方
向
を

向
い
て
い
る
と
い
う
認
識
で
よ

い
の
か
。

【
答
】開
校
準
備
委
員
会
の
会
議

を
も
っ
て
お
り
、
反
対
さ
れ
た

方
も
委
員
に
な
ら
れ
て
い
る
。

今
は
同
じ
方
向
に
進
ん
で
い
る

と
理
解
し
て
い
る
。

【
問
】人
権
教
育
費
の
需
用
費
で

不
用
額
が
１
７
８
万
５
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
い

う
要
因
か
。

【
答
】窪
田
児
童
公
園
の
修
理
費

に
対
す
る
不
用
額
で
あ
る
。
本

来
は
３
月
に
補
正
す
べ
き
も
の

で
あ
る
が
、
工
事
の
進
捗
状
況

に
よ
り
減
額
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
は
適
正
な
執
行
に
努
め
た

い
。

【
問
】国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

額
が
約
３
億
円
弱
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

【
答
】短
期
被
保
険
者
証
を
交
付

す
る
際
に
は
、
必
ず
税
務
課
と

連
携
を
と
り
、
状
況
を
確
認
し

て
か
ら
発
行
し
て
い
る
。

　
資
格
証
明
書
交
付
に
つ
い
て

も
適
正
に
行
っ
て
い
く
。

【
問
】み
ど
り
園
と
小
野
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
負
担
金
で
金
額

に
差
が
あ
る
が
。

【
答
】み
ど
り
園
と
小
野
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
と
の
収
集
の
あ
り

方
な
ど
、
処
理
体
制
が
違
う
。

　
み
ど
り
園
は
、
中
間
処
理
、

埋
め
立
て
処
分
の
施
設
を
持
っ

て
直
営
に
て
処
理
し
て
い
る
。

　
小
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

は
ビ
ン
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は

持
ち
込
ま
ず
、
加
東
市
は
民
間

業
者
で
再
資
源
化
し
て
い
る
な

ど
、
処
分
の
違
い
に
よ
り
負
担

金
が
異
な
っ
て
い
る
。

市
民
生
活
部

教
育
委
員
会

地
域
創
造
部

協

働

部

上

下

水

道

部

　
平
成

２８
年
度
８
月
１
日
発
行

「
加
東
市
議
会
だ
よ
り

３８
号
」に

お
い
て
、左
記
の
と
お
り
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

３
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ト
ル 

２
行
目

 

誤
　
設
計
・
施
行
業
者
決
ま
る
！

 

正
　
設
計
・
施
工
業
者
決
ま
る
！

同
３
ペ
ー
ジ
３
段
　 

行
目

 

誤
　
設
計
・
施
行
契
約
締
結 

 

正
　
設
計
・
施
工
契
約
締
結

４
ペ
ー
ジ
「
公
益
法
人
加
東
文

化
振
興
財
団
　
事
業
報
告
」
上

段
表
内
『
育
成
事
業
』
内
訳
、上

か
ら
７
行
目

 

誤
　

 

正
　
学
校
公
演

以
上
３
点
に
つ
い
て
、訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、不
備
・

不
手
際
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
、

お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

１１

加東マスコットキャラクター  加東伝の助



予約型乗合タクシー

「げんき館おおぶち」にて

上陽北　学園吶泅
じょうよう ほく ぜい

 

行
政
視
察

 

八
女
市
の
概
要

　
平
成

１８
年
と

２２
年
、
近
隣
３

町
２
村
と
合
併
し
面
積
は
県
内

２
位
の
約
４
８
０
　（

６６
％
が

山
林
）、
現
在
の
人
口
は
、
約

６
万
６
千
人
。
合
併
後
の
６
年

間
で
６
％
の
人
口
減
少
と
、
過

疎
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
平
成

２８
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
３
５
６
億
５
５
０

０
万
円
、
歳
入
の
市
税
は
約

６４

億
８
３
０
０
万
円
と
本
市
と
同

程
度
だ
が
、
地
方
交
付
税
１
２

４
億
７
９
０
０
万
円
へ
の
依
存

度
が
高
い
。
な
お
、
旧
町
村
ご

と
に
支
所
を
設
置
し
て
い
る
た

め
、
職
員
の
削
減
は
進
ん
で
い

な
い
。

 

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

　
事
業
主
体
は
八
女
市
（
地
域

公
共
交
通
協
議
会
）
で
実
証
運

行
を
経
て
、
平
成

２４
年
度
か
ら

本
格
運
行
へ
移
行
。

　
電
話
予
約
に
よ
る
ド
ア
・
ツ

ー
・
ド
ア
方
式
の
乗
合
タ
ク
シ

ー
で
高
齢
者
の
外
出
機
会
を
増

や
す
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
、

合
併
前
の
旧
町
村
で
整
備
が
進

め
ら
れ
た
病
院
等
公
共
施
設
も

大
切
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
内
の
旧
町
村
域
を
基

本
に

１１
エ
リ
ア
に
分
割
し
エ
リ

ア
内
移
動
を
原
則
に
、

１０
人
乗

り
ワ
ゴ
ン
型
タ
ク
シ
ー

１２
台
に

よ
り
平
日
の
み
各
エ
リ
ア
４
往

復
８
便
運
行
し
て
い
る
。

　
予
約
受
付
や
運
行
管
理
は
商

工
会
に
、
車
両
運
行
は
市
内
タ

ク
シ
ー
会
社
と
バ
ス
事
業
者
に

委
託
し
て
い
る
。

　
利
用
料
金
は
片
道
３
０
０
円

で
、
利
用
状
況
は
１
日
平
均
２

２
０
人
、
１
便
平
均
２．
５
人

（
平
成

２７
年
度
年
間
利
用
５
５，

４
８
５
人
）
と
利
用
実
績
は
比

較
的
多
く
「
乗
合
」
に
な
っ
て

い
る
。

　
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
経
費

は
約
４
９
０
０
万
円
（
国
庫
補

助
等
約
２
千
万
円
、
定
住
自
立

圏
基
金
か
ら
１
７
０
０
万
円
、

一
般
財
源
１
２
０
０
万
円
）、

年
間
の
維
持
管
理
費
は
約
６
８

０
０
万
円
（
全
額
交
付
税
算
入

さ
れ
る
過
疎
債
５
３
０
０
万
円
、

国
庫
補
助
１
４
０
０
万
円
、
一

般
財
源
１
０
０
万
円
）
で
運
行

し
て
い
る
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
交
通
施
策

と
し
て
、
路
線
バ
ス
維
持
補
助

約
３
９
０
０
万
円
、
小
中
高
生

路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助
約

８
０
０
万
円
、
社
会
福
祉
協
議

会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
福
祉
有
償

運
送
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

 

学
校
跡
地
の
利
活
用
状
況

　
小
中
学
校
の
統
廃
合
は
昭
和

の
時
代
か
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

平
成
９
年
以
降
で
も

２６
小
学
校

と
３
中
学
校
が
廃
止
さ
れ
て
い

る
。

　
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
等
は
、

市
の
直
営
又
は
指
定
管
理
で
コ

ミ
セ
ン
と
し
て
利
用
し
て
い
る

も
の

１４
施
設
、
用
途
を
変
更
し
、

市
が
直
接
管
理
し
て
い
る
も
の

（
市
営
住
宅
等
）
７
施
設
、
民

間
へ
有
償
又
は
無
償
で
譲
渡
・

貸
付
し
た
も
の

１０
施
設
等
と
な

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
平
成

２６
年

３
月
廃
校
の
大
淵
小
学
校
を
２

億
３
２
０
０
万
円
（
う
ち
過
疎

債
１
億
円
）
で
改
築
し
、
平
成

２８
年
４
月
か
ら
運
営
開
始
さ
れ

た
大
淵
体
験
交
流
施
設
「
げ
ん

き
館
お
お
ぶ
ち
」（
八
女
市
直

営
）
を
視
察
し
た
。
　
　
　
　

施
設
の
概
要
は
、
平
屋
建
て
で

１，
２
１
１
㎡
、
宿
泊
収
容
人

員
は

７８
人
、
大
中
小
の
浴
室
、

交
流
ス
ペ
ー
ス
、
学
習
室
、
食

堂
・
厨
房
、
別
棟
で
体
育
館
が

あ
る
。

　
体
験
授
業
と
し
て
、
自
家
製

漬
物
教
室
や
い
ち
ご
狩
り
・
タ

ケ
ノ
コ
掘
り
、
沢
登
り
体
験
、

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
等
が

楽
し
め
る
。

　
本
年
４
月
か
ら
８
月
の
利
用

（
予
定
）
者
数
は

３７
件
９
３
９

人
（
う
ち
７
・
８
月
は

２９
件
８

８
７
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

 

小
中
一
貫
校
教
育
の
状
況

旧
上
陽
町
（
５，
９
３
２
　
平

成
５
年
人
口
３，
８
６
７
人
平

成
１８
年

１０
月
、
八
女
市
と
合
併
）

で
は
、
平
成

１０
年
度
以
降
学
校

の
統
合
が
繰
り
返
さ
れ
、
６
つ

の
小
学
校
、
２
つ
の
中
学
校
が
、

平
成

１８
年
度
か
ら
１
小
学
校
１

中
学
校
に
な
っ
た
北
川
内
小
学

校
と
上
陽
中
学
校
（
敷
地
が
隣

接
）
に
よ
る
小
中
一
貫
校
教
育

の
構
想
が
平
成

１９
年
に
出
さ
れ
、

翌
平
成

２０
年
度
か
ら
試
行
が
な

さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
統
合
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
平
成
２１
年
、
小
中
一

貫
校
「
上
陽
北
　
学
園
」
が
施

設
分
離
型
（
併
設
型
）
で
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　
平
成

２３
年
、
校
舎
が
増
築
さ

れ
、
平
成

２４
年
４
月
か
ら
施
設

一
体
型
校
舎
に
よ
る
小
中
一
貫

校
教
育
と
な
っ
た
。

　
現
在
の
児
童
生
徒
数
は
１
８

０
人
で
１
学
年
平
均

２０
人
。

８加東市 議会だより Ｎｏ.３９

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委 員 会 報 告

㎞２

㎞２

吶泅

や
　
め
　
し

や
　
め
　
し

や
　
め
　
し

き
た
か
わ
う
ち

お
お
ぶ
ち

お
お
ぶ
ち

じ
ょ
う
よ
う

じ
ょ
う 

よ
う

ほ
く  

ぜ
い

じ
ょ
う
よ
う

や
　
め
　
し



教則本

礼節・ことば科 ポスター

上陽北　学園の全体像吶泅
じょうよう ほく ぜい

　
施
設
一
体
型
校
舎
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
デ
メ
リ

ッ
ト
は
な
い
。
メ
リ
ッ
ト
は
、

１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
、
各

教
科
の
統
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ま
た
、
学
校
行
事
に
お
い
て
も

合
同
入
学
式
・
運
動
会
等
特
色

あ
る
運
営
が
で
き
、
保
護
者
の

一
体
感
も
醸
成
さ
れ
て
い
る
。

　
学
力
面
で
は
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
に
お
い
て
、
国
語

Ａ
・
Ｂ
、
数
学
Ａ
・
Ｂ
と
も
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。
ま
た
、
学
習
規
律
・
学
ぶ

態
度
は
、
学
年
が
上
が
る
ご
と

に
向
上
し
て
お
り
、
生
徒
指
導

上
の
問
題
行
動
や
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
は
、
見
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。

　
全
校
の
児
童
生
徒
の
状
況
を

小
中
職
員
全
体
で
共
有
し
、
９

年
間
を
見
通
し
た
指
導
が
で
き

て
い
る
。

　
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

文
部
科
学
省
教
育
課
程
特
例
校

指
定
を
受
け
、「
礼
節
・
こ
と

ば
科
」
を
開
設
し
、
人
間
の
あ

り
方
と
し
て
の
礼
儀
・
作
法
や

人
と
し
て
の
関
わ
り
の
中
で
の

行
動
の
あ
り
方
、
相
手
を
意
識

し
た
表
現
力
の
育
成
な
ど
を
、

９
カ
年
を
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
よ
っ
て
育
成
し
て
い
る
。

　
な
お
、
八
女
市
に
お
け
る
そ

の
他
の
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

状
況
と
し
て
は
、
八
女
市
全
体

と
し
て
小
中
一
貫
校
・
教
育
を

推
進
す
る
と
い
う
方
針
が
決
定

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

旧
町
村
ご
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
お

い
て
小
中
連
携
教
育
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
で
小
中
一
貫
校
が
話
題
に

は
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な

構
想
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
八
女
市
に
お
け
る
そ

の
他
の
教
育
事
業
と
し
て
、
少

人
数
指
導
教
員
の
配
置
に
よ
り

個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導

を
す
る
た
め
、
全
校
（

１５
小
学

校
・

１０
中
学
校
）
に
１
名
ず
つ
、

少
人
数
指
導
教
員
（
教
員
資
格

を
有
し
て
い
る
が
、
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
方
等
を
非
常
勤
で
）

を
配
置
し
て
い
る
。

　
事
業
費
は
小
学
校
で
２
６
９

５
万
４
千
円
、
中
学
校
で
１
５

３
７
万
５
千
円
で
あ
る
。

　
ま
た
、
全
校
２
学
期
制
を
導

入
（

１０
月
連
休
で
区
分
）
し
て

お
り
、
①
授
業
時
間
数
を
確
保

し
、
き
め
細
か
な
指
導
に
よ
る

確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
②
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
の
確
保
や
教
育
相

談
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
。
③
教
職
員
が
教
材
研
究
や

打
ち
合
わ
せ
の
時
間
な
ど
を
勤

務
時
間
内
に
設
定
す
る
こ
と
に

よ
り
負
担
軽
減
を
図
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
日
々
の
授
業
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

し
て
い
る
。

　
な
お
、
全
校
空
調
を
完
備
し
、

夏
季
休
業
を
１
週
間
短
縮
し
授

業
に
活
用
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
取
り
組
み

・
全
校
に
図
書
館
司
書
を
配
置

　
　
事
業
費
は
小
学
校
で
約
３

　
　
千
万
円
、
中
学
校
で
約
１

　
　
４
０
０
万
円

・
入
学
祝
金

　
　
事
業
費
は
約
４
２
０
０
万

　
　
円
（
小
学
生
２
万
円
中
学

　
　
生
５
万
円
）

 

所
管
事
務
調
査

 

人
事
制
度
改
革
に
つ
い
て

　
合
併
後

１０
年
が
経
過
し
組
織

の
成
熟
が
進
ん
だ
半
面
、
急
速

に
進
展
す
る
行
政
需
要
や
給
与

制
度
の
見
直
し
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
①
職
制
に
応
じ
た

業
務
が
遂
行
で
き
る
よ
う
参
事
・

係
長
制
を
導
入
②
職
員
個
々
が

目
標
を
明
確
に
し
、
将
来
像
を

描
き
や
す
く
意
欲
的
に
職
務
に

励
み
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
た
め
、
現
行
の
「
担
当
↓
監

督
職
↓
管
理
職
」
と
昇
任
し
て

い
く
一
般
職
コ
ー
ス
に
、「
ス

タ
ッ
フ
職
コ
ー
ス
」
を
加
え
、

複
線
型
人
事
制
度
を
導
入
③
職

員
の
や
る
気
や
働
く
意
欲
の
向

上
の
た
め
自
己
申
告
制
度
を
実

施
す
る
と
い
う
も
の
。

【
問
】参
事
の
具
体
的
業
務
は
。

【
答
】小
中
一
貫
教
育
や
病
院
等

公
営
企
業
の
独
立
採
算
へ
機
能

的
な
取
り
組
み
を
図
り
た
い
。

【
問
】複
線
型
人
事
制
度
は
３５
歳

で
コ
ー
ス
選
択
す
る
の
か
。

【
答
】年
齢
制
限
を
設
け
途
中
で

も
コ
ー
ス
の
乗
り
換
え
を
可
能

と
し
た
い
。

 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

　
地
域
公
共
交
通
の
方
向
性
（
素

案
）
と
し
て
、
①
中
国
道
ハ
イ

ウ
ェ
イ
バ
ス
や
明
石
・
三
ノ
宮

方
面
へ
の
収
支
率
の
高
い
バ
ス

路
線
は
維
持
・
確
保
に
努
め
る
。

②
バ
ス
路
線
の
天
神
電
鉄
小
野

駅
線
は
廃
止
し
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
に
、
社
三
田
線
は

大
学
経
由
に
統
合
す
る
。
③
米

田
・
鴨
川
の
市
町
村
運
営
有
償

運
送
は
維
持
・
確
保
し
、
他
の

交
通
空
白
地
は
定
時
定
路
線
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
や
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
検
討
す
る
と

し
て
い
る
。

【
問
】東
条
地
域
か
ら
小
野
市
内

へ
の
通
学
時
間
が
長
く
な
る
が
、

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
を
延
長

で
き
な
い
か
。

【
答
】西
脇
・
多
可
方
面
へ
の
通

学
者
が
多
い
状
況
で
、
バ
ス
路

線
維
持
の
観
点
か
ら
も
社
ま
で

来
て
も
ら
い
路
線
バ
ス
を
利
用

い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】交
通
空
白
地
に
お
い
て
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
導

入
さ
れ
れ
ば
、
米
田
・
鴨
川
地

域
の
市
町
村
運
営
有
償
運
送
は

必
然
的
に
つ
ぶ
れ
る
。
そ
れ
を

維
持
し
て
い
く
に
は
委
託
料
の

大
幅
な
増
額
や
地
域
へ
の
大
き

な
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

【
答
】交
通
空
白
地
に
お
け
る
最

も
大
事
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
は
市

町
村
運
営
有
償
運
送
と
考
え
て

い
る
。
い
ろ
ん
な
地
域
で
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
ど
う
し
て
も
で
き
な

い
場
合
は
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ

ー
等
を
導
入
し
た
い
。

　
市
町
村
運
営
有
償
運
送
を
維

持
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
。
廃
止
す
る
こ
と
は
全
く

考
え
て
い
な
い
。

【
問
】東
条
地
域
の
デ
マ
ン
ド
型

タ
ク
シ
ー
の
運
行
範
囲
は
。
社

ま
で
行
け
る
の
か
。

【
答
】路
線
バ
ス
と
競
合
し
な
い

形
で
、
バ
ス
路
線
も
見
直
し
な

が
ら
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
の

運
行
範
囲
を
事
業
者
と
調
整
し

て
い
き
た
い
。

９ 加東市 議会だより Ｎｏ.３９

れ
い
せ
つ

や
　
め
　
し

や
　
め
　
し

や
　
め
　
し



加東市民病院

駐車場の損傷現況

滝野温泉ぽかぽ

◆自治体病院の経営
形態で「一部適用」と
は、地方公営企業法の
主に財務に関する規
定を適用するもの。
　「全部適用」とは首
長が任命した事業管
理者（特別職になる。）
を設置して財務規定
のみではなく組織、人
事・労務（職員の身分
取扱い）に関する規定
など地方公営企業法
の全部を適用するも

※地方公営企業法の
　全部適用とは・・・・

 

所
管
事
務
調
査

加
東
市
民
病
院
の
地
方
公
営
企

業
法
全
部
適
用
に
関
す
る
中
間

報
告
に
つ
い
て

【
経
緯
】平
成

１９
年
度
に
有
識
者

に
よ
る
「
加
東
市
地
域
医
療
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
加
東

市
民
病
院
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
協
議
し
て
き
た
。

　
そ
の
中
で
経
営
形
態
に
関
し

て
は
「
公
営
企
業
法
の
全
部
適

用
」
の
導
入
が
提
言
さ
れ
た
が
、

平
成

２４
年
度
に
経
営
状
況
が
好

転
し
た
こ
と
か
ら
、
一
部
適
用

で
し
ば
ら
く
見
守
る
こ
と
と
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
４
名

の
常
勤
医
師
の
退
職
等
に
よ
り

平
成

２５
、

２６
年
度
は
経
営
状
態

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
中
、
平
成

２７
年

度
策
定
の
『
加
東
市
民
病
院
経

営
健
全
化
基
本
計
画
』
に
全
部

適
用
へ
の
早
期
取
り
組
み
を
明

記
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、

平
成

２９
年
度
か
ら
の
全
部
適
用

へ
の
移
行
を
固
め
た
。

【
全
部
適
用
の
メ
リ
ッ
ト
】

①
事
業
管
理
者
に
は
、
業
務
遂

行
権
限
と
責
任
が
付
与
さ
れ
る

た
め
、
経
営
に
関
す
る
責
任
と

権
限
が
明
確
と
な
り
、
事
業
管

理
者
を
核
と
し
た
職
員
全
体
の

経
営
に
対
す
る
意
識
の
向
上
が

期
待
で
き
る
。

②
事
業
管
理
者
に
は
、
管
理
規

程
制
定
権
限
や
予
算
作
成
権
限

等
が
付
与
さ
れ
る
た
め
そ
の
経

営
方
針
に
基
づ
き
内
部
組
織
改

編
や
職
員
の
柔
軟
な
配
置
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
業
務
の
柔

軟
か
つ
迅
速
な
執
行
も
可
能
と

な
る
。

③
事
業
管
理
者
に
よ
る
職
員
の

任
免
や
、
独
自
の
給
与
体
系
を

定
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た

め
、
人
材
の
確
保
が
容
易
と
な

り
、
能
力
や
実
績
を
反
映
し
た

給
与
設
定
が
可
能
と
な
る
。

【
今
後
行
う
事
項
】

◆
事
業
管
理
者
の
選
定

◆
医
師
・
職
員
の
給
与
見
直
し

◆
条
例
、
規
則
等
の
整
備

◆
職
員
組
合
と
の
交
渉

◆
給
与
体
系
等
の
説
明

◆
議
会
対
応
（
条
例
改
正
等
）

【
問
】事
業
管
理
者
を
選
定
す
る

期
間
が
長
す
ぎ
な
い
か
。

【
答
】事
業
管
理
者
は
特
別
職
と

な
る
た
め
、
そ
の
報
酬
は
報
酬

審
議
会
で
諮
る
こ
と
に
な
る
等

の
理
由
で
時
間
を
要
す
。

【
問
】事
業
管
理
者
は
外
部
か
ら

も
選
定
す
る
の
か
。

【
答
】内
部
、
外
部
問
わ
な
い
と

考
え
て
い
る
。

【
意
見
】職
員
に
は
十
分
な
説
明

を
行
い
理
解
を
得
て
円
滑
な
移

行
を
希
望
す
る
。

滝
野
温
泉
「
ぽ
か
ぽ
」
の
整
備

工
事
に
つ
い
て
《
商
工
観
光
課
》

【
概
要
】平
成

２８
年
度
事
業
と
し

て
サ
ウ
ナ
等
の
改
修
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。
こ
の
度
、
最
低

限
の
休
業
期
間
で
工
事
を
完
了

す
る
た
め
に
各
種
工
事
の
工
程

調
整
を
行
い
、
比
較
的
利
用
者

の
少
な
い
時
期
に
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

【
工
事
概
要
】

①
サ
ウ
ナ
の
修
繕
、
浴
槽
の
木

　
部
の
劣
化
箇
所
の
修
繕

②
照
明
設
備
等
の
取
り
替
え

③
ろ
過
機
の
防
振
継
手
と
サ
ウ

　
ナ
ス
ト
ー
ブ
の
交
換

【
問
】利
用
者
へ
の
休
業
の
周
知

方
法
は
。

【
答
】広
報
等
で
は
行
き
渡
ら
な

い
と
考
え
、
館
内
に
大
き
く
掲

示
す
る
な
ど
で
対
応
す
る
。

【
問
】問
題
の
あ
る
修
繕
箇
所
は

今
回
の
工
事
で
終
了
か
。

【
答
】他
に
も
修
繕
箇
所
は
あ
る

が
今
回
は
早
急
に
対
応
す
べ
き

箇
所
の
工
事
で
あ
る
。

「
道
の
駅
と
う
じ
ょ
う
」
南
側

駐
車
場
の
舗
装
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　《
商
工
観
光
課
》

【
概
要
】平
成

２６
年
度
に
購
入
し
、

平
成

２７
年
８
月
に
舗
装
工
事
を

行
っ
た
が
、
総
重
量

４０
ト
ン
超

の
特
殊
車
両
の
利
用
が
か
な
り

多
く
、
一
部
箇
所
の
舗
装
面
が

重
量
物
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
損
傷

が
路
盤
ま
で
達
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
掘
削
等
に
よ
る
調
査

を
行
い
、
特
殊
車
両
に
対
応
で

き
る
舗
装
構
成
と
す
る
実
施
設

計
を
委
託
し
修
繕
す
る
。

【
問
】現
状
の
舗
装
構
成
は
。

【
答
】表
層
に
は
透
水
性
４
㎝
、

下
層
は
不
透
水
性
５
㎝
の
２
層

構
造
で
あ
る
。

【
問
】ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
は

な
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に
す

る
考
え
は
な
い
か
。

【
答
】検
討
は
す
る
が
、
高
額
と

な
る
た
め
調
査
に
基
づ
き
適
切

に
判
断
し
た
い
。

１０加東市 議会だより Ｎｏ.３９

産
業
厚
生
常
任
委
員
会



東条東アフタースクール

勝山市の視察

坂井市の視察

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
）
民
間

業
務
委
託
に
つ
い
て

　
　
　
　
　《
子
育
て
支
援
課
》

【
現
状
】市
内
公
立
小
学
校
区
９

カ
所
で
小
学
校
全
学
年
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
。

【
課
題
】利
用
者
増
加
に
よ
る
支

援
員
等
の
不
足
と
そ
れ
に
伴
う

事
務
量
の
増
加
。

【
民
間
委
託
に
よ
る
効
果
】

①
支
援
員
等
の
安
定
し
た
確
保

②
支
援
員
等
の
職
責
・
職
務
に

応
じ
た
体
制
の
確
立

【
委
託
業
務
内
容
】

①
支
援
員
等
の
募
集
・
採
用
、

雇
用
契
約
、
福
利
厚
生
等

②
支
援
員
等
の
賃
金
・
旅
費
の

計
算
、
明
細
配
布
、
支
払
い
等

③
支
援
員
等
の
勤
務
シ
フ
ト
等

の
作
成

④
支
援
員
等
の
研
修
の
事
務

⑤
保
護
者
説
明
会
、
新
規
利
用

者
の
利
用
前
面
接
、
利
用
者
の

傷
害
保
険
の
加
入
・
請
求
事
務

【
市
の
業
務
】

①
利
用
の
決
定

②
利
用
料
の
決
定
・
収
納
管
理

③
施
設
管
理

【
委
託
期
間
】平
成

２９
年
２
月
１

日
か
ら
平
成

３２
年
３
月

３１
日
ま

で
。（
長
期
継
続
契
約
）

【
委
託
料
（
見
積
限
度
額
）】

①
平
成

２８
年
度
＝
１
２
９
５
万

円
。（
２
ケ
月
間
）

②
平
成

２９
年
度
〜
平
成

３２
年
度

＝
年
額
７
７
７
０
万
円

【
問
】委
託
業
者
の
決
定
に
至
っ

た
経
緯
等
は
公
表
す
る
の
か
。

【
答
】１０
月
中
旬
頃
に
公
表
で
き

る
予
定
で
あ
る
。

【
問
】新
年
度
の
４
月
か
ら
で
は

な
く
２
月
か
ら
の
委
託
に
な
っ

た
理
由
は
。

【
答
】ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は
４

月
が
最
も
忙
し
い
の
で
、
円
滑

な
移
行
に
備
え
る
た
め
。

【
問
】民
間
事
業
者
へ
の
移
行
に

対
す
る
現
支
援
員
へ
説
明
等
の

対
応
は
万
全
か
。

【
答
】本
人
の
意
向
を
確
認
し
た

上
で
民
間
事
業
者
へ
の
転
籍
と

な
る
。
５
月
下
旬
か
ら
全
職
員

に
対
し
説
明
を
行
っ
て
き
た
が

特
に
混
乱
等
は
無
か
っ
た
。

【
意
見
】民
間
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
低
下
に

な
ら
な
い
よ
う
に
希
望
す
る
。

　
８
月
１７
日
と
１８
日
に
福
井
県

坂
井
市
と
勝
山
市
に
て
政
務
調

査
を
行
っ
た
。（
各
委
員
の
所

感
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記

載
）

坂
井
市
中
小
企
業
振
興
計
画
に

つ
い
て

【
中
小
企
業
振
興
計
画
の
概
要
】

　
こ
の
振
興
計
画
は
、
平
成

２５

年
、
中
小
企
業
の
支
援
を
目
的

に
制
定
し
た
「
坂
井
市
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
」
に
基
づ
き

各
種
の
支
援
策
を
総
合
的
に
実

施
す
る
た
め
の
実
行
計
画
で
あ

る
。
期
間
は
平
成

２７
年
度
か
ら

１０
年
間
と
す
る
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

「
坂
井
市
の
現
状
や
課
題
に
対

応
す
る
」
と
い
っ
た
観
点
で
、

市
内
中
小
企
業
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
そ
の
回
答
を
支

援
策
の
検
討
の
参
考
と
し
た
。

　
制
定
か
ら
３
年
が
経
過
す
る

が
、
成
果
と
し
て
「
産
・
学
・

官
・
金
」
の
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
構
築
さ
れ
た
。
ま
た
、
従

来
は
、
商
業
組
合
や
商
工
団
体

と
い
た
組
織
に
対
す
る
支
援
が

市
の
施
策
の
メ
イ
ン
で
あ
っ
た

が
、
基
本
条
例
や
振
興
計
画
策

定
を
経
て
、
頑
張
る
一
企
業
を

積
極
的
に
支
援
で
き
る
枠
組
み

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
議
会
も
都
市
活
性
化
委
員

会
が
先
進
地
へ
行
政
視
察
を
行

う
な
ど
積
極
的
に
関
与
し
た
。

勝
山
市
「
福
井
勝
山
総
合
病
院
」

の
存
続
支
援
に
つ
い
て

　「
福
井
勝
山
総
合
病
院
」
は
、

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能

推
進
機
構
が
直
接
運
営
す
る
公

設
公
営
の
病
院
で
あ
り
、
自
治

体
が
直
接
運
営
す
る
病
院
で
は

な
い
。
従
っ
て
、
勝
山
市
か
ら

の
支
援
金
支
出
は
皆
無
で
あ
る
。

【
支
援
の
取
組
み
経
緯
】（
抜
粋
）

◆
国
に
対
し
公
設
民
営
式
の
存

続
及
び
病
院
の
拡
充
、
維
持
管

理
に
必
要
な
整
備
は
国
負
担
で

行
う
よ
う
要
望
書
を
提
出
。

◆
福
井
大
学
医
学
部
へ
医
療
機

器
購
入
へ
の
支
援
と
し
て
自
治

体
か
ら
寄
附
が
で
き
る
よ
う
総

務
省
へ
要
望
書
を
提
出
。
結
果
、

平
成

２０
年
に
勝
山
市
・
大
野
市

で
計
５
０
０
万
円
を
寄
附
す
る
。

◆
福
井
社
会
保
険
病
院
で
妊
婦

健
診
を
受
け
県
内
医
療
機
関
で

出
産
を
予
定
し
て
い
る
妊
婦
に

対
し
、
医
療
機
関
ま
で
の
通
院

交
通
費
助
成
事
業
を
実
施
。

◆
区
長
会
が
中
心
と
な
り
署
名

活
動
を
行
い
「
地
域
拠
点
病
院

の
継
続
を
求
め
る
請
願
」
を
衆
・

参
議
長
へ
提
出
。

◆
区
長
会
が
中
心
と
な
り
「
奥

越
２
次
医
療
圏
の
存
続
を
求
め

る
意
見
書
・
要
望
書
」
を
福
井

県
に
、
陳
情
書
を
県
議
会
に
提

出
。

◆
県
内
医
療
機
関
で
出
産
す
る

方
を
対
象
に

１０
万
円
を
支
給
す

る
「
に
こ
に
こ
妊
婦
奨
励
金
制

度
」
の
実
施
。

◆
そ
の
他
に
毎
年
勝
山
市
が
市

民
や
保
育
園
連
合
会
、
医
師
会

な
ど
関
係
諸
団
体
を
巻
き
込
み

な
が
ら
講
演
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
を
共
催
と
い
う
手
法
で
開

催
し
、
市
民
運
動
的
な
病
院
存

続
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
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明石市制作部市民相談室
　「合意書・養育プラン作成の手引き」より抜粋
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少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
移
行

と
核
家
族
の
進
行
に
伴
い
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
方
に
は
、
家
庭
ご

み
等
を
所
定
の
収
集
場
所
ま
で
運

ぶ
こ
と
が
困
難
な
方
も
い
る
。
そ

の
よ
う
な
高
齢
者
等
を
対
象
に
自

宅
ま
で
ご
み
の
収
集
を
行
い
、
合

わ
せ
て
声
掛
け
に
て
安
否
を
確
認

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
加

東
市
で
の
実
施
の
見
解
は
。

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
地
域
か
ら

行
政
に
よ
る
ご
み
の
戸
別
収
集
の

要
望
は
受
け
て
い
な
い
。

　
現
状
と
し
て
、
掃
除
な
ど
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
と
合
わ
せ
て
ご
み
出

し
を
ヘ
ル
パ
ー
に
お
願
い
し
て
い

る
等
の
対
応
が
図
ら
れ
て
お
り
、

現
時
点
で
は
戸
別
収
集
を
実
施
す

る
予
定
は
な
い
。
し
か
し
、
今
後

は
高
齢
化
が
一
層
進
む
こ
と
か
ら
、

将
来
的
検
討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

　
仮
に
実
施
す
る
場
合
の
課
題
と

し
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配

慮
や
公
衆
衛
生
、
さ
ら
に
、
対
象

世
帯
の
要
件
設
定
の
問
題
、
ま
た
、

将
来
的
に
は
、
「
共
助
・
公
助
」

の
分
担
に
よ
り
、
地
域
の
方
々
と

行
政
が
協
力
し
て
ご
み
収
集
を
行

っ
て
い
け
る
体
制
を
作
り
、
地
域

の
高
齢
者
等
へ
の
支
援
と
コ
ミ
ュ

ニ
ィ
テ
ィ
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
も

課
題
で
は
な
い
か
と
と
ら
え
て
い
る
。
 

そ
の
他
の
質
問

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
助

　
成
制
度
導
入
に
つ
い
て

小
川
忠
市
議
員

問答

　
　
離
婚
が
避
け
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
も
、
そ
の
影
響
を
受

け
る
子
ど
も
の
未
来
に
と
っ
て
最

善
の
選
択
肢
を
話
し
合
っ
て
か
ら

離
婚
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
、
明

石
市
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
離

婚
届
を
取
り
に
来
ら
れ
た
方
に
「
こ

ど
も
の
養
育
に
関
す
る
合
意
書
」

を
配
ら
れ
て
い
る
。

　
養
育
費
の
額
だ
け
で
な
く
、
支

払
の
期
間
や
振
込
口
座
、
面
会
の

方
法
・
頻
度
・
場
所
な
ど
を
具
体

的
に
記
入
で
き
る
合
意
書
で
あ
る
。

加
東
市
で
も
市
役
所
に
離
婚
届
を

取
り
に
来
ら
れ
た
時
に
「
こ
ど
も

の
養
育
に
関
す
る
合
意
書
」
を
配

布
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
離
婚
後
の
親
子
関
係
や
面
会

交
流
、
養
育
費
と
言
っ
た
問
題
に

つ
い
て
十
分
な
話
し
合
い
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
明
石
市

と
同
様
に
市
民
課
の
窓
口
に
離
婚

届
の
用
紙
を
取
り
に
来
ら
れ
た
時

に
離
婚
用
紙
と
一
緒
に
「
こ
ど
も

の
養
育
に
関
す
る
合
意
書
」
や
、

啓
蒙
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、

１０
月
初

め
か
ら
で
も
配
布
で
き
る
よ
う
に

速
や
か
に
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

高
齢
者
や
障
害
者
宅
へ
の

　
　
ご
み
個
別
収
集
に
つ
い
て

高
齢
者
や
障
害
者
宅
へ
の

　
　
ご
み
個
別
収
集
に
つ
い
て

高
齢
者
や
障
害
者
宅
へ
の

　
　
ご
み
個
別
収
集
に
つ
い
て

協
議
離
婚
時
の
子
ど
も
の

養
育
費
・
面
会
交
流
に

関
す
る
合
意
書
作
成
に
つ
い
て

協
議
離
婚
時
の
子
ど
も
の

養
育
費
・
面
会
交
流
に

関
す
る
合
意
書
作
成
に
つ
い
て

協
議
離
婚
時
の
子
ど
も
の

養
育
費
・
面
会
交
流
に

関
す
る
合
意
書
作
成
に
つ
い
て

小
紫
泰
良
議
員

問答
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小
・
中
学
校
に
お
け
る
教
職

員
の
勤
務
時
間
は
、
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。

　
　
平
成

２４
年
兵
庫
県
教
育
委
員

会
が
実
施
し
た
教
職
員
の
勤
務
実

態
調
査
で
は
、
持
ち
帰
り
の
仕
事

を
含
め
た
平
日
１
日
当
り
の
超
過

勤
務
時
間
は
、
２
時
間

４５
分
で
あ

り
、
全
県
の
２
時
間

５６
分
よ
り
、

１１
分
短
く
な
っ
て
い
る
。

①
教
員
に
１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン

を
あ
た
え
、
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
て
い

た
事
。

②
ノ
ー
部
活
デ
ー
や
ノ
ー
残
業
デ

ー
の
実
施
。

③
平
成

１５
年
度
か
ら
児
童
生
徒
に

特
別
な
支
援
に
あ
た
る
ス
ク
ー
ル

ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
事
務
補
助
員
等

を
配
置
し
た
事
が
要
因
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
　
教
育
委
員
会
と
し
て
具
体
的

な
職
場
環
境
改
善
策
及
び
実
施
さ

れ
て
い
る
内
容
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
。

　
　
平
成

２５
年
度
に
県
内
の
他
市

町
に
さ
き
が
け
、
総
合
的
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
掲
示
板

機
能
を
活
用
。
電
子
黒
板
や
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
を
活
用
し
た
授
業
。

さ
ら
に
、
学
校
業
務
改
善
に
関
す

る
研
究
を
継
続
的
に
取
り
組
む
事

に
よ
り
、
市
全
体
の
業
務
改
善
を

進
め
、
勤
務
時
間
軽
減
を
は
か
る
。

　
　
勤
務
時
間
軽
減
策
と
し
て
、

学
校
事
務
職
員
経
験
者
を
支
援
職

員
と
し
て
配
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
現
在
、
事
務
職
員
は
、
市
内

６
名
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
市

の
職
員
と
し
て
、
学
校
事
務
職
員

経
験
者
を
積
極
的
に
任
用
し
て
い

く
と
共
に
、
規
模
や
実
情
に
応
じ

た
適
切
な
配
置
に
努
め
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問

■
防
災
行
政
無
線
の
整
備
状
況
に

　
つ
い
て

問問 答

答問答

　
　
建
築
後
三
十
年
以
上
経
過
し

て
い
る
鴨
川
団
地
や
平
安
団
地
等

の
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て
、
中

間
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に
実
施
し

て
い
く
の
か
。

　
　
平
成

２９
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト

や
面
談
に
よ
り
多
く
の
入
居
者
の

意
見
を
伺
い
、
こ
れ
ら
事
前
調
査

に
よ
り
適
切
な
対
策
を
検
討
し
た

上
で
計
画
を
見
直
し
、
こ
れ
に
沿

っ
た
改
修
や
修
繕
を
実
施
す
る
。

　
　
こ
れ
ら
団
地
の
お
風
呂
に
つ

い
て
、
建
築
当
時
は
あ
れ
で
よ
か

っ
た
と
も
思
う
が
、
一
日
の
疲
れ

を
と
る
、
心
身
を
癒
す
と
い
う
状

況
で
は
な
い
。
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
等

に
変
え
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
現
地
に
お
い
て
状
況
を
検
証

し
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
へ
の
入
替
え

に
取
組
む
。
た
だ
、
大
規
模
改
修

を
し
て
い
く
と
家
賃
へ
の
影
響
も

あ
る
。
意
向
を
聞
き
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　
　
汚
水
桝
が
外
部
に
な
く
、
洗

濯
機
を
お
風
呂
の
洗
い
場
に
置
か

れ
て
お
り
狭
く
な
っ
て
い
る
が
。

　
　
現
地
で
要
望
を
確
認
し
大
規

模
改
修
等
を
計
画
す
る
中
で
対
応

し
て
い
く
。

　
　
シ
ロ
ア
リ
対
策
は
、
長
寿
命

化
の
観
点
か
ら
は
そ
の
団
地
を
一

時
に
、
ま
た
は
棟
ご
と
に
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
発
生
し
た
建
物
周
辺
の
状
況

を
調
査
し
、
対
応
し
て
い
く
。

○
大
規
模
事
件
・
事
故
へ
の
対
応

　
　
相
模
原
市
に
お
け
る
障
害
者

殺
傷
事
件
の
よ
う
な
大
規
模
事
件
・

事
故
へ
の
初
動
対
応
は
。

　
　
警
察
・
消
防
等
と
協
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
役
割
、
体
制

等
を
明
確
に
し
た
う
え
で
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
く
。

加
東
市
小
・
中
学
校
の
教
職
員
の

職
場
環
境
状
況
に
関
し
て

加
東
市
小
・
中
学
校
の
教
職
員
の

職
場
環
境
状
況
に
関
し
て

加
東
市
小
・
中
学
校
の
教
職
員
の

職
場
環
境
状
況
に
関
し
て

市
営
住
宅
の
改
修
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の
改
修
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の
改
修
に
つ
い
て

大
畑
一
千
代
議
員

問答問答

答 問答 問答 問

瀬
俊
介
議
員

高耳

ま
す
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　『
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
は
原
則

受
益
者
負
担
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、

加
東
市
の
子
育
て
支
援
は
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
両
面
の
整
備
充
実
に
よ

っ
て
他
市
と
の
違
い
を
明
確
に
し
、

真
に
子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
持

続
可
能
な
施
策
を
見
極
め
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。
』
と
い
う
市
の
考

え
に
対
し
、
子
育
て
世
代
に
納
得

さ
せ
ら
れ
る
視
点
も
大
事
か
と
再

度
見
解
を
問
う
。

　
　
社
会
保
障
費
が
年
々
増
加
す

る
中
、
受
益
者
負
担
と
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
は
慎
重
に
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
市
民

全
員
が
理
解
で
き
、
住
み
た
い
と

い
う
ま
ち
づ
く
り
の
サ
ー
ビ
ス
こ

そ
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
様
で

あ
る
。

　
保
育
料
無
償
化
を
進
め
る
こ
と

は
待
機
児
童
問
題
な
ど
、
他
の
問

題
を
誘
発
さ
せ
か
ね
な
い
な
ど
将

来
に
課
題
を
残
す
こ
と
に
も
な
る
。

　
教
育
再
生
実
行
会
議
等
か
ら
出

さ
れ
た
、
「
各
無
償
化
の
提
言
」

に
基
づ
き
、
国
に
お
い
て
も
財
源

確
保
の
課
題
が
あ
る
た
め
段
階
的

に
で
は
あ
る
が
、
軽
減
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
加
東
市

に
お
い
て
も
一
定
の
軽
減
策
を
検

討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問

■
雇
用
促
進
の
中
で
の
子
育
て
両

　
立
支
援
に
つ
い
て

■
消
防
団
操
法
大
会
と
防
災
イ
ベ

　
ン
ト
同
時
開
催
の
成
果
を
問
う

岸
本
眞
知
子
議
員

問答

　
　
今
回
の
参
議
院
選
挙
の
結
果

に
つ
い
て
の
見
解
と
、
今
後
の
取

り
組
み
、
対
応
は
。

　
　
投
票
率
向
上
の
た
め
に
、
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
度
か

ら
近
隣
市
町
に
先
駆
け
、
市
教
育

委
員
会
及
び
県
選
挙
管
理
委
員
会

と
連
携
し
、
小
・
中
学
生
に
対
し

て
、
初
め
て
出
前
授
業
や
実
際
に

公
職
選
挙
で
使
用
す
る
投
票
箱
及

び
投
票
記
載
台
を
使
用
し
、
模
擬

投
票
や
生
徒
会
選
挙
を
実
施
し
た
。

　
１８
歳
、

１９
歳
へ
の
周
知
・
啓
発

に
つ
い
て
は
、
市
広
報
の
ほ
か
全

戸
配
布
用
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
従
来

の
Ｂ４
版
か
ら

Ａ３
版
に
拡
大
し
、

１８

歳
か
ら
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
旨
を
掲
載
し
た
。

　
９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
若
い

う
ち
か
ら
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
、
長
期
的
展
望
に
立

ち
、
小
・
中
学
生
や
高
校
生
に
対

し
、
選
挙
出
前
授
業
な
ど
の
若
年

層
啓
発
事
業
を
計
画
的
に
実
施
し

て
い
く
旨
を
決
定
し
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
有
害
鳥
獣

　
対
策
に
つ
い
て

近
隣
市
町
の
保
育
料
無
料
化
に

伴
う
市
の
見
解
を
問
う

近
隣
市
町
の
保
育
料
無
料
化
に

伴
う
市
の
見
解
を
問
う

近
隣
市
町
の
保
育
料
無
料
化
に

伴
う
市
の
見
解
を
問
う

選
挙
に
お
け
る

加
東
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

選
挙
に
お
け
る

加
東
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

選
挙
に
お
け
る

加
東
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

長
谷
川
幹
雄
議
員

問答
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定
住
促
進
に
つ
い
て
具
体
的

な
施
策
は
。

　
　
定
住
化
促
進
で
の
住
宅
支
援

と
し
て
（
１
）
親
元
に
住
も
う
作

戦
（
２
）
働
く
世
代
呼
び
込
み
作

戦
（
３
）
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
作
戦
を
行
っ
て
い
る
。
加
東
市

結
婚
新
生
活
支
援
生
活
の
補
助
金

制
度
を
創
設
し
（

１０
月
１
日
よ
り

受
付
）
新
居
の
賃
貸
料
な
ど
の
住

宅
費
や
引
っ
越
し
費
用
を
最
大

１８

万
円
助
成
す
る
。
婚
姻
数
増
や
新

婚
世
帯
の
定
住
化
に
つ
な
げ
て
行

き
た
い
。

　
　
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
。

　
　
年
度
末
を
目
途
と
し
て
空
き

家
・
空
き
地
の
実
態
調
査
を
し
て

い
る
。
所
有
者
の
意
向
を
把
握
し
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
後
、
利
活

用
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
。

市
と
し
て
来
年
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

物
件
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
設
置
を
計

画
し
て
お
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
、
兵
教
大
コ
ラ
ボ
塾
な
ど
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
く
。

　
　

○
鳥
獣
被
害
、
特
に
交
通
事
故
ト

ラ
ブ
ル
の
対
策
に
つ
い
て

　
　
猪
・
鹿
等
に
よ
る
衝
突
事
故

の
件
数
は
。

　
　
平
成

２６
年
度
は

１７
件
、
平
成

２７
年
度
は

１４
件
、
最
近
で
は
鴨
川

地
区
で
１
件
発
生
し
て
い
る
。
（
た

だ
し
道
路
管
理
者
の
処
理
件
数
に

よ
る
）
猟
友
会
と
連
携
し
つ
つ
、

対
策
を
進
め
た
い
。

磯
貝
邦
夫
議
員

問問 答答

問答

　
　
加
東
市
に
お
け
る
公
共
交
通

に
関
し
て
は
長
期
間
検
討
が
重
ね

ら
れ
て
き
た
が
、
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
の
素
案
が
提
示
さ
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
。
「
調

査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。
」
で
は

な
く
、
調
査
検
討
を
行
っ
た
結
果

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
を
示

し
て
ほ
し
い
。
内
容
を
問
う
。

　
　
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
で
の
議
論
を
経
て
、
年
内
に
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
取
り

ま
と
め
る
。
加
東
市
の
公
共
交
通

の
将
来
像
を
掲
げ
、
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
。

　
計
画
は
市
内
全
域
を
対
象
と
し

た
も
の
で
、
市
役
所
・
病
院
・
買

い
物
等
を
目
的
と
し
た
交
通
ア
ク

セ
ス
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

公
共
施
設
の
適
正
化
の
取
り
組
み

も
踏
ま
え
た
内
容
と
す
る
。
費
用

対
効
果
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
既
存

の
交
通
機
関
を
有
効
活
用
し
つ
つ
、

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

〇
教
育
に
お
け
る
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成

果
）
指
標
の
設
定
に
つ
い
て

　
　
加
東
市
で
は
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
を
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
に
よ
り
示
し
て
い
る
が
、

わ
か
り
づ
ら
い
面
も
あ
る
。

　
　
正
答
率
の
公
表
も
一
つ
の
方

法
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
数
値
の

み
が
強
調
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。

領
域
ご
と
の
状
況
を
細
か
く
示
す

等
、
公
開
の
方
法
を
工
夫
し
て
い

き
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問

■
部
活
動
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　
ブ
等
の
連
携
に
つ
い
て

空
き
家
を
利
用
し
た

　
　
　
　
　
定
住
促
進
に
つ
い
て

空
き
家
を
利
用
し
た

　
　
　
　
　
定
住
促
進
に
つ
い
て

空
き
家
を
利
用
し
た

　
　
　
　
　
定
住
促
進
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
網

　
　
　
　 

形
成
計
画
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
網

　
　
　
　 

形
成
計
画
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
網

　
　
　
　 

形
成
計
画
に
つ
い
て

藤
尾
　
潔
議
員

問答

答 問
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……………………………………………………………

　
日
々
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
な
ど
色
々

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
、

ま
さ
に
食
欲
の
秋
で
す
。

　
我
が
家
に
は
、
四
本
の
柿
の
木
が

あ
り
、
毎
年
そ
の
成
長
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。

　
一
本
は
曾
祖
父
、
三
本
は
九
年
前

に
他
界
し
た
父
が
植
え
た
二
種
類
の

柿
が
、
今
年
も
枝
が
折
れ
る
程
、

沢
山
の
実
を
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
曾
祖
父
の
植
え
た
木
は
久
保
柿

で
す
が
、
父
の
植
え
た
二
種
類
の
柿

の
名
前
は
解
り
ま
せ
ん
。

二
本
は
富
有
柿
に
似
て
い
ま
す
が
、

実
は
大
き
く
、
種
も
少
な
く
梨
に

似
た
食
感
が
あ
り
、
好
評
で
す
。

　
も
う
一
本
は
渋
柿
で
す
が
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
位
の
大
き
さ
が
あ
り
、
干

し
柿
に
も
で
き
ま
す
が
、
家
に
置
い

て
お
く
と
渋
が
抜
け
、
甘
さ
と
赤

味
が
増
し
ゼ
リ
ー
状
に
な
っ
て
く
る
の

で
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て
家
族
中
で
食

し
て
い
ま
す
。

　
柿
の
木
は
、
特
に
手
入
れ
を
す
る

こ
と
も
な
く
、
年
に
二
回
ほ
ど
下
草

を
刈
る
程
度
で
す
が
、
毎
年
し
っ
か

り
と
実
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
晩
秋
は
、
大
自
然
の

力
の
凄
さ
を
実
感
し
、
亡
き
家
族

と
の
想
い
出
を
語
り
あ
い
感
謝
す
る

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
達
議
員
も
、
日
々
活
動
し
な

が
ら
、
良
き
ま
ち
づ
く
り
を
実
ら
せ

た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
長
谷
川
勝
己
）

１1月臨時会の予定  １１月８日（火）９時３０分　議案審議・議会構成　
　　　　　　　　　１１月１０日（木）９時３０分　議会構成
１２月定例会の予定  １２ 月１日（木）９時３０分　議案審議　
　　　　　　　　　１２ 月１６日（金）９時３０分　一般質問
　　　　　　　　　１２ 月２２日（木）９時３０分　議案審議

議会の傍聴に
お越しください
加東市役所５階に議場があります。

　
議
員
の
お
す
す
め
す
る

市
内
の
ス
ポ
ッ
ト
等
を
紹
介

す
る
「
加
東
の
え
え
ト
コ
！
」

ど
う
ぞ
、お
楽
し
み
く
だ
さ

い
！

　
初
冬
の
山
谷
に
澄
ん
だ
力
強
い
法
螺

貝
の
音
が
響
く
午
後
、修
験
道
の
装
束

に
包
ま
れ
た
山
伏
に
よ
る
「
柴
燈
護
摩

法
要
」
が
行
わ
れ
た
。
境
内
に
護
摩
壇

が
準
備
さ
れ
、山
伏
が
伝
統
的
な
修
法

に
従
っ
て
粛
々
と
式
を
進
め
る
。
矢
を
放

っ
て
結
界
が
設
け
ら
れ
、点
火
。
舞
い
上

が
る
白
煙
は
恰
も
雲
海
の
如
く
に
境
内

を
お
お
い
、や
が
て
壇
は
真
っ
赤
な
火
に

包
ま
れ
る
。護
摩
火
の
鎮
ま
り
を
待
っ
て
、

い
よ
い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の「
火
渡
り
」

が
始
ま
る
。
山
伏
に
続
き
、老
若
男
女

の
区
別
な
く
参
詣
者
は
合
掌
し
て
挙
っ

て
挑
戦
す
る
。そ
れ
ぞ
れ
に
願
い
を
込
め

て
。
火
は
煩
悩
を
焼
き
尽
く
す
と
言
わ

れ
る
。
少
し
の
煙
た
さ
と
足
裏
に
感
じ

る
程
よ
い
熱
さ
に
身
を
任
せ
て
、満
足

感
を
体
感
す
る
。こ
の
法
要
と
平
行
し
て
、

別
の
堂
宇（
福
寿
殿
。
昭
和

５２
年
再
建
。

本
尊
…
弁
財
天
。
周
囲
回
廊
に
は
西
国

三
十
三
札
所
観
音
を
祀
る
。）で
は
、僧

侶
に
よ
る
「
理
趣
三
昧
法
要
」
が
行
わ

れ
た
。

　
こ
の
行
事
が
行
わ
れ
た
加
東
市
松
沢

に
あ
る
大
深
山
東
福
寺（
本
尊
…
十
一

面
観
世
音
菩
薩
。
平
安
時
代
後
期
作
。

加
東
市
文
化
財
指
定
。
現
本
堂
嘉
永

年
間
再
建
）は
、県
道
小
野
藍
本
線
松

沢
バ
ス
停
か
ら
北
約
２
㎞
に
あ
る
。こ
の

日
執
行
さ
れ
る
伝
統
的
な
宗
教
行
事「
亥

の
子
ま
つ
り
」の
一
コ
マ
で
あ
り
、本
来

は「
五
穀
豊
穣
」
を
祈
念
す
る
収
穫
祭

で
あ
る
。
近
年
で
は
、毎
年

１２
月
第
一
日

曜
日
に
行
わ
れ
る
。（
東
福
寺
提
供
）

　（
二
階
一
夫
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
石
井
　
雅
彦

　
副
委
員
長
　
　
瀬
　
俊
介

　
委
　
員
　
二
階
　
一
夫

　
　
　
　
　
桑
村
　
繁
則

　
　
　
　
　
長
谷
川
勝
己

　
　
　
　
　
小
川
　
忠
市

　
　
　
　
　
大
畑
一
千
代 

高耳
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○※８月臨時会・９月定例会延べ１２人の傍聴がありました。
〇定例会は加東ケーブルビジョン（１２１ch）及び加東市議会ＨＰで生放送もいたしますのでご覧ください。
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